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recovertheattractancyshownbycheeseorneutral

vola川efraction. Othersubstances,probably

alcoholsandesterscontainedintheinactiveor

lessactivefractionsmaysynergisticallyinteract

withtheidentifiedattractactnts.

Thepresentexperimentswerethefirstcase

toelucidatetheolfactoryresponseoEmiteson

thestoredfoodproducts.

Summary

Attemptsweremadetoisolateattractantsfor

thecheesemite.TyroJ)hagusI)utrescenh-ae,from

cheddarcheese,andheptan-2-one,octan-2-one,

nonan-2-one and 8-nonen-2-0me were identi-

fiedastheactiveprlnCiples.Thesecompounds

didnotshowsignificantattractancytothemite

whenappliedindividually.butamixtureofthem

showedapotentattractancy.Amongthem,8-

nonen-2-Onewasnewlyfoundfromcheesebythe

presentstudy.
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7･新合成 ピレスロイ ド･ブロス リンの殺虫特性 大神 弘 -.-,･'田'it'仇 肪m純郎 (大日本坪山yu'株

式会社中火研死所)田本純之 門田瓜田 (住友化学工某株式会祉放射J【XE郊 7i)f兜郊)45.2.皇8受刑!,

新合成ビレスロイド"ブロス.)ン"の主要相生告虫に対する殺出仕をピレト.)ン.アレス')ンおよ

びフタルス.)ンなどと粒々のEh'用法により比較した.

その純米ブロス1)ンは微丑滴下法ではイエバェおよびアカイエカ成山に対して,他のピレスロイド

の数倍の殺虫力を示した.矧 こ蚊取線香など畑讃刑としての効力は抜群で,アカイエカわJ:ぴイエバ

エ成虫に対し. 粒々の試験方法でいずれもアレス.)ンの2-4倍の効力を示した.一方ブロスt)ンは

哨乳動物に対しては極めて低詔性であった.

緒 R

除虫菊乾花の殺虫成分ピレト1)ン矧 ま,昆虫に対す

る速効仕と,広和田の昆虫に有効で,しかも長年にわ

たる班川に際しても昆虫に対する抵抗性ができず.A

方allErL動物に対すろ･jT3性が極めて低いことなどから安

全牧山剤として広く班用されている.

-'JJ'LaForgeら176こよるアレスリンの発比を胡機と

してピレスロイド系牧山成分の研兜口汚発は析発となり

フクルス.)ン2).レストリン8)などのすぐれた合成ピレ

スロイドがLTq撃旦されるにいたった.

ブロス.)ンは肋mら一)によって発見された所合成ビ

レスロイドで次のようなfI11氾ユuT･もつ化合物である.

本和では主要術生tLr･山に対するブロスr)ンの殺虫性

:33:)C=HC-CH 0 m

:::)と)cH･e･0-H2C-Lo/

-CH2-C三CH

5-propargylfurEuryl(士)-cl-S,trams-Chrysanthemate

を和々の鮎IT]法でピレト.)ン,アレス1)ンおよびフタ

ルス.)ンと比恨し,脚 Ijに火用lrJ剤11Tiでの殺虫効力の

検討を行なった.

英験材料および方法

Ⅰ. 供 試 薬 剤

ブロス1)ン:(5-propargylfurfuryl(j=)-cis,traps

-chrysantbemate)はbp.120.-122oC/0.20mmHg.
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nL81･5048でベンゼン,アセトンに溶けやすく,水に

はW,'げにくい.住友化学工業株式会社艶.純度81.9%

LJレトt)ン:大日本除虫菊株式会社製.純度20.3%

(ピレトリンⅠ.10.8%,ピレトリンⅠ9.5%).

アレス))ン:住友化学工業株式会社艶.純度91.0%

フタルス.)ン:住友化学工業株式会社艶.純度131.8
%

ⅠⅠ. 供 拭 昆 虫

1) イエバエ成虫 (MuscadomcsEicavicina
Macquart)

高槻系イエバェ:1952年より当研究所にて幼虫期は

豆腐拍魚執 成血糊は粉 ミルク混入の小麦粉糊で累代

飼育中の羽化後 3-5日目の雌成虫を用いた.

2) アカイエカ幼虫および成虫 (CuLexI)ipiens

♪atLe〝sCoquillett)

大日本系アカイエカ:1962年より当研究所で幼虫湖

はマウス用固型飼料,成虫期は1,00'砂地水で累代飼育

叫の椎令幼虫および羽化後 3-5日目の末吸血雌を用

いた.

3) チャバネゴキプ.)成虫 (BLaLLeLageymanL.Ca
Linne)

1960坤よりマウス固型飼料で累代飼育中の成虫を雌

雄比 1:1で用いた.

ⅠⅠⅠ. 実 由 方 法

1) 微虫滴下法 (Topicalapplicationmethod)

Uも拭Lii虫をエーテルで軽く麻酔し.マイクロシt)ン

ジで兆刑のアセトン浴紋をイエバエには0.6FLt,アカ

イエカには0.4′IJを胸部背板に.チャバネゴキブリに

はlILLを脱部に処理した･イエバエ,アカイエカは1

m20匹.チャバネゴキプ))は1群10匹として,それぞ

れ4粥に処理し,30分後のノックダウン虫と24時間後

の致死虫を似群した.得られた各薬丑の平均ノックダ

ウン串と致死率よりBlissの Probit変換法によって

KDロ｡伯と LD60値を求めた.

2) 浸硫法 _(Immersionmethod)

所光江き皮に御製した供試薬剤のアセトン溶紋を,

300mL容腰高シャーレに恭潜水250mtを入れたとこ

ろへ lmJ加えてかくはんする.アカイエカ終令幼虫

を1附約30匹として放ち,24時間経過後に死亡数を観

黙した. この試験を3回くり返し平均死亡率を求めた.

得られた各班皮の平均死亡率からFinneyの図解法に

よって LCBO旭を求めた.

3) 油剤の効力試験

(i) 噴覇降下法 (Settlingmistmethod)

殺虫剤捜準効力試験法委員会の武術の方法古'を用い

た.すなわち,内径 20cm,高さ43cmのガラス製シ

リンダーの下部にシャッターでへだてられた外径 15

cm,高さ15cmのガラスポットにイエバェ成虫20匹,
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またはチャバネゴキブリ成虫10匹を入れて12メッシュ

のステンレス網で蓋をする.所定濃度に調製した油剤

0.5mgをガラス製アトマイザーを用いて 201bsの圧

力で上部よりPB滋した.10秒後にシャッターを閲放し

て降下 ミストに曝露させ,時間の経過にともなうノッ

クダウン虫を観察し,10分後にシャーレに移して24時

間後の死虫率を求めた.くりかえしは4-6回とし,狩
られたノックダウン率からBlissのProbit変換法に

よってKT6.値を求めた.

(ii) ガラス箱法 (Glasschambermethod)

60cm 立方のガラス箱内に所定淡皮に調製した油剤

0.5mgをガラス製アトマイザーを用いて 201bsの圧

力で前面より噴霧した.10秒後にイエバェ成虫または

アカイエカ成虫を箱円に放ち,時間の超過にともなう

ノックダウン虫を観察した.イエバェ成虫は20分後.

アカイエカ成虫は30分後にシャーレに移して24時fLrJ後

に死虫率を求めた.くりかえしは 4-6回とし.iTJら

れたノックダウン率から BlissのProbit変換法によ

ってKT㈹位を求めた.

4) 蚊取線香の効力試験

(i) 円筒法 (Cylindermethod)

殺虫剤揺準効力試験法委員会の勝田らの方法8)を用

いた.

すなわち,上下にガラス円板を有する内径 20cm,

高さ 43cm のガラスシリンダーを高さ 30cmの台に

おいたものを準僻した.下方円板の中央にある直径

5cm の孔から供試昆虫20匹を放った.あらかじめ1

鰍 こ点火した蚊取線香を線香立てに水平にとりつけて

おき,それを下部からシ.)ンダー内に入れ,1分間密

閉煩恭してとり出した.そして時間の経過にともなう

ノックダウン虫を観察し,20分後にシャーレに移して

24時間後に死虫率を求めた.くりかえしは 4-6凹と

し,得られたノックダウン率からBlissの Probit変

換法によってKTBO値を求めた.

(ii) 通気装置法 (Open cylinder apparatus

method)

殺虫剤標準効力試験法委員会の勝田らの方法7)を用

いた.

すなわち,装置は内径 20cm,高さ43cmのガラス

シ1)ンダーを2段に重ね,12メッシュのステンレス網

を上下にして内径 20cm,高さ20cmのガラスシ.)ン

ダーを3段目とし,史に同一のシt)ンダーを4段目と

して税み重ねた.この4段韮ねのシt)ンダーを巾火に

径 5cmの孔のある円板にのせて支持台上においた.

実験は蚊取線香または磁気蚊取給を般下部円板の中

央に配置して,蚊取線香は1耶点火,fti拭蚊牧田の場

合は迅宿した後.3段目のシ1)ンダーに眺試昆虫を20

匹放つ.そして時間の経過にともなうノックダウン虫
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を粗然し,20分後にシャーレに移して24時rE.U後に死虫
畔を求めた.くりかえしは 3-6円とし.相られt:ノ

ックダウン串から Blissの Probit変換法によって

KT山肌を求めた.

(iii) ガラス郡払 (GlassChambermethod)

60cm 立方のガラス郡にtlと拭昆山30匹を放ち.Pd-3;F'J

に点火した蚊取線番を休b-EI峡 に以いて8分1LT脈流苅さ

せ取り山した.そして柑Juの経過にともなうノックダ

ウン虫を祝賀iL,30分後にシャーレに移して24時間後

に死虫率を求めた.くり返しは 3-5回とし,打られ

たノックダウン率から Blissの Probit変換法によっ

て KT60倍を求めた.

(iv) ピート･ゲラディ法 (Peet･Gradymethod)

米国 CSMA の按準ピート･グラディ袋田8)を用い

た.

すなわち,6フィート立方のピート･グラディ袋田

の2カ所の概黙窓の正面 5cmに12メッシュのステン

レス網で作った25cm立方のかごをつるし.そのrflに

アカイエカ成虫50匹,イエバェ成虫25匹を一紙に放っ

た.蚊取線香は1鰍 こ点火して,侶気蚊取召別ま血相し

て.それぞれ床面中火にTPBき,突鹸終了まで迎統偶訳

した.そして一定時間ごとにノックダウン虫を観察し,

63分後にシャーレに移して24時間後に死出串を求めた.

ノックダウン串は2かごを合計し,更に 2-3回くり

かえした.得られたノックダウン率からFinneyの図

解法によって KT60倍を群山した.

(V) 8帖部屋での試験法(Ordinaryroommethod)

長辺 3.6m,短辺 3m,高さ2.3m (容机24.84m8)

の実用部屋の4隅に12メッシュのステンレス桐かごを

床より1.3mの拭きにつりさげ.その中にアカイエカ

成虫50匹とイエバエ成虫25匹をいっしょに放つ.蚊取

線香は1g;fLuLに点火し,4隅のかごから等距離の床にお

いて実験終了まで連続焼蒸した.そして一定時間ごと

にノックダウン虫を観察し,180分後にポットに移し

て24時間後に死出率を求めた.ノックダウン率は4か

ごを合計して求め,得られたノックダウン率から作図

によって KTB.伯を求めた.

なお実験rlりま部屋内を無風状僧に保った.

Ttl気蚊取群の場合も全く同様に行なった.

以上の各火験は 4)の (V)を除いて,いずれも温度

26j=loC関係氾IiE60j=5,% の環境条件下で行なった.

IV. 哨乳動物に対する急性母性拭験

マウスおよびラットに対する急牲i!3性試験は次の-JJJ

法で行なった.

1) 実 験 動 物

dd-N系マウス (体韮20g的後)およびWister系

ラット (体重 200g前後)の雌および雌を班用した.

動物は飼料 (CE-2日本クレア)および水を自由に摂

取せしめ,窒臥 24土2oC,湿度 50-70% の環境下に

十分噸応したものを選んで実験した.

2) 難物の刑野望

マウス:ブロスリン10gにキシレン1.OmJ,乳化剤

(Sorpo12001)0.5gを加え,これに詰溜水を加えて

2.OmLとしてTl,7枚とした.この原紋0.1mt中にはブ

ロスt)ン50rngを缶イiする.各投与紋はこの原級を蒸

滑水にて柿別して'.m糾した.

ラット:ブロスリン 4gにキシレン 4mJ.乳化剤

(Sorpo12001)1gを加え.-iRi滑水にて 20mLとして

使用した. この原状 lmtflTにはブロス1)ン 200mg

を含有する.

3) 投 与 方 法

(i) 経口および皮下投与

マウスは体-iRIOg当り0.1mt,ラットでは体m100g

当り lml宛.経口投与では金屑学生ゾンデにより経口

的に口内に田f安江入し.放下投与は門邦はほIfl火部に

皮下注射した.なおマウスの 50mg/0.1mJ(5㈱ mg/

kgに相当)以上の投与爪では11'u記llI(紋を, またラッ

トでは大爪投与においてブロス.)ンをそのまま稀釈す

ることなく,それぞれ必掛 こ応じて披抗を和して投与

した.

(ii) 火 脚 旅 祁

動物の背部ほほ小火邦の屯を火脚をli,iつけないよう

に旺志して刈りとり.マウス1.Ocmxl.5cm,ラット

3cmx5cm を的-AiTrliとした. ブロス.)ンは和利する

ことなく,マウス休爪10g当り0.01g.ラットでは体

誼 100g当り0.025g?J2!'Jlル ,必-Aiに応じてくりかえ

し独布した.輪-m後2n!jrLT.J経過後,!･取-1言部分をセロフ

ァンでおおい,抜刀刑にて関田の屯と悶耶し,動物が

なめることによる経口的な膨甥を防止した.

4) 槻氷期問および LDB｡位の計詐

薬物投与または塗布後の傾察は経口投与10日,皮下

および皮Trq塗布のときは20日間行ない,その間の中宙

症状を観察記録した.LD50値は実験期間中のそれぞれ

の投与塁における死亡率からLitchfield皮Wilcoxon

の方法9)により計算した.

V.魚類に対する苛性拭故

コイ瓜に対するnllu性訳験は次の方法で行なった.

1) 火 映 爪

印脈の当才コイをチオ机暇ナトt)ウムで以苅分解し

た水iEI水に2ま那'Jql化させてからmいた.

-Y･均体Li 5.5cm ･平均休3E 2.17g

2) 火 映 方 法

ILEf径 30cm,高さ30cmのガラス水槽 (容量 21.21)

に Doudoroffの沸皮レベルにもとずいて調製した稀

釈紋を15J入れた.1水槽当り10尾放ち48時間後の生

死を観察記録し,TLm を求めた.
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実験中の水温は 26-27oCに保った.

な払 生物試験および魚毒試験は大日本除虫菊株式

会社中央研究所,毒性試験は住友化学工業株式会社研

究部でそれぞれ担当した

実験括果および考察

1. イエバエ.アカイエカ.チャバネゴキブリ成虫

に対するノックダウンおよび致死効力.

ブロス])ンの主な祐生害虫に対する基本的効力をし

ろた軌 イエバエ成虫,アカイエカ成虫およびチャバ

ネゴリプリ成虫に対して微量滴下法を行ない,その結

架を節 1滋にまとめた.ブロス))ンはイエバエ成虫に

対してアレスリンの8.52倍のノックダウン効力,7.15

倍の致死効力をもち,ピレト.)ン,フタルスT)ンと比

ベても 1.8-2.8倍の効力を示した.

アカイエカ成虫についてもほほ同様の結果を得,ノ

ックダウン,致死効力とも供試薬剤のいずれよりもす

ぐれていた.しかしチャバネゴキブリ成虫に対しては,

Table2. InsecticicidalactivityofProthrin

andotherPyretbroidsagainstmos･
quitolarvaebyimmersionmethod.

LC60(after24hrs.)

pyrethroids ,pm effeceIFvtyneess

Prothrin

Allethrin

Phthalthrin

Pyrethrin

1

0

5

3

2

0

3

7

0

2

1

0

0

0

0

0

52

00

60

m

9

1

1

2

Table1. InsecticidalactivityofProthrinandotherPyrethroidsagainsthouseflies,
mosquitoesandgermancockroachesbytopicalapplicationmethod.

Insects I pyrethroids I pg,:nDs6:ct'aftere3f望?tit,nvi!vneess I pg,tnDs6eOct'aftere2f:fhcefl;:t'yneess

Table3. InsecticidalactivityofProthrinandotherPyrethroidsagainsthouseflies
f andgermancockroachesbysettlingmistmethod.

Insects I pyre?hit.?drseParail:Onnc.% II second KTB:ff:cetliavtivneess IafTeor(r26a4,lihtYs･

German
cockroaches

Prothrin

Allethrin

Phthalthrin

4

4

4

0

0

0

377 0.99

372 1.00

224 1.66
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アレスT)ンの約%の効果しか得られなかった.

2. ピレスロイドのアカイエカ幼虫に対する効力.

アカイエカ幼虫に対する没刑法のtJi'米を那2滋にホ

したが,ブロス.)ンの効力は非'/lYに閃くアレスT)ンの

約10倍に達し,供試薬剤のいずれよりもすぐれていた.

3. イエバエ,アカイエカおよびチャバネゴキブリ

成虫に対する油剤噴霧によるノックダウンおよび致死

効力.

油剤の効果をFLl雷降下法とガラス耕法について検討

し,その結果を那3鼠 郡4表に示した.いずれの方

法でもブロス.)ン油剤のノックダウン効力はイエバエ,

チャバネゴキブリに対してアレスリン油剤とはば同等,

アカイエカにはアレスリン油剤の約 1.5倍の効力を示

した.

ブロス.)ンの致死効力は3兆剤小粒もすぐれている

が,チャバネゴキブリに対する致死効力はいずれの水

剤も低かった.

4. ブロス.)ンに対する火力剤の効果

ブロス.)ンにピレスロイド殺虫剤の共力剤として知

られている6柾の化合物を添加してその増強効果を検

討した.

ブロス.)ン0.1%油剤に各種の共力剤を5倍塁添加

してイエバエに対する効果をガラス箱法によってしら

ベナこ.

第5表に示す如くピベロニール ･ブトキサイドおよ

びS-421の加用はノックダウン効力に共力効果が認め

られたが.他の4種の化合物はブロス1)ンのノックダ

ウンに非力効果を示さなかった.致死効果に対しては

Table4. InsecticidalactivityofProthrinandotherPyrethroidsagainsthousefliesand
mosquitoesbyglasschambermethod.

Oilpreparation

Pyrethroids Con°.形
Relative iafTeorrt2a4llLtYs.

effectiveness l (%)

Table5. Effectofsynergistsinoilbasedsprayagainsthousefliesbyglasschambermethod.

pyrethr(0,12)sconc･Isynerg(i,as6t)Conc･

P.butoxide 0.5

S-421 0.5

MGK-264 0.5

Sulfoxide 0.5

N.pro.1 0.5
Safroxan 0.5

K:fDfO:cetliavtFn…ss★J afTeor(r芸4,1iEs･

312 1.00

261 1.20

251 1.24

301 1.0･1

292 1.07

313 1.00

306 1.02

Phthalthrin

1

l

1

0

0

0

●Factorofsynergism
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いずれの化合物もブロスリンに対して共力効果を示し

た.

5. アカイエカ成虫に対する蚊取線香の円筒法によ

る効力.

ブロス.)ンの焼菰剤としてのノックダウン効力をし

ろため.5段階の淡皮のブロス1)ン線番を常法によっ

てつくり,アカイエカに対する効力を円筒法でアレス

リン線番と比較した.その結果は節6表および第1図

に示す如く,ブロス.)ンの各濃度のKT8｡値はいずれ

もアレス.)ンの約半分の値を示し,同濃度の線香でそ

Table6. Insecticidalactivityofvariouscon･

centrationofpyrethroidsinmosquito
coilsagainst CutcxbibiensL)aLLens
(Dainipponstrain)bycylindermethod.

Cone.inCoils KT60(Second)
(%) Prothrin Alletllrin

5

5

1

2

3

4

6

7

9

0

0

0

0

0

0

0

02

07

37

73

30

一

一

5

4

3

2

2

一

一
62

69

97

59

25

6

5

4

4

4

50

れぞれ約2倍のノックダウン効力が認められた.

また.節1図からわかる如く,種々の洗皮のアレス

.)ン線香の効力に対応するブロス1)ン線香の氾皮を求

l乃

E= 500
:■:

0.1 0.2 0.3 0.450.60.750,9

ConeentrAtl0rl(%)

Fig.1. Concentration-KTBOlineofmosquito
coilscontainingpyrethroidsagainst

Culcx LIipL'ensL707lens(Dainippon
strain)bycylindermethod.

Tadle7. InsecticidalactivityofmosquitocoilscontainingpyrethroidsagainstCutcx
〆〆ens♪aLLens(Dainipponstrain)byvarioustestmethods.

Method

0.6,% Prothrincoil
Relative

KT60 effectiveness
(min) AlLKT.o

Pro.KTBO

Mortality
after24hrs.

(形)

Table8. Insecticidalactivityofmosquitocoilscontainingpyrethroidsagainst
houseflies(Takatsukistrain)byvarioustestmethods.

0.6% Allethrincoil

Mortality

(KmTio) after24hrs･(%)

0.6% Prothrincoil
Relative

KT8｡ effectiveness
(min) All･KT60

Pro.KT帥

Mortality
after24mrs.

(%)

Cylinder
Glasschamber

Feet-Grady

Ordinaryroom

8

7

8

6

0

0

1 5

0

5

1

5

0

5

3

1

3

5

0

0

0

0

00

00

72
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めると,ブロス1)ン線番はアレスt)ン線番にくらべて

非常に低い没皮で同程度のノックダウン効n王を柑るこ

とが出来る.

6. アカイエカおよびイエバエ成山に対する蚊取線

香の実用試験

ブロス1)ンは畑in'刑として柑 こすぐれた効ノJを兜抑

することが明らかとなったが.紙箱剤は他の剤qiJ.とLqt

なり使用にあたって必ず畑畑という苛W.jな発作をとも

なうと共に,有効成分の押倣および空中への拡散など

物理的因子をともなうため,尖際の使用に近い条件で

の実験が必要となる.このため種々の試験方法でブロ

ス.)ン線番の効力をしらべ節7および第8表に示した.

アカイエカに対してブロスリン線番はアレスリン線

番に対し円筒法で2.21倍, ピートグラディ法では3.15

仇 班に災F71的な部屋 (和宝8帖間に相当する 24.84

m3の部崩)では4.181汗のノックダウン効jJを示し,

火験張mが大きくなるにしたがってアレス1)ン緑FTと

の KTB.肌の相対有効比は大きくなった.この帆('dlよ

イエバエ成山に対すろノックダウン効力についても耶

8出に示す如く,ほほm様な紙恥であった.これはブ

ロスl)ンとアレスI)ンの:I't買気圧.分I-1･の大きさなど,

物理rrj性TIの差によるものでブロス.)ンは加熱炎政に

矧 こ通しているといえる.

一万,致死効力はアカイエカには勿論のことイエバ

エに対してもす ぐれた効力を示し,ハエ取線番の可紙

性 も十分あるものと思う.

節2図はアカイエカを用いた4つの試験方法による

ブロス1)ン線香とアレス.)ン線香の濃度-KT石｡値の

関係を示した図である.

0.6% および 0.9% アレス.)ン線香とほぼ同等の

0.15 0.3 0.6 0.9I.21.5(%) 0.15 0.3 0.6 0.91.21.5(%)

Concentration

Fig.2. Concentration-KT50lineofmosquitocoilscontainingpyrethroids
againstCutexbi〆ens♪attcnS(Dainipponstrain)byvarioustest
methods.
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Table9. Effectofmosquitocoilscontainingvariousconcentrationsofpyrethroids

againstCutcx〆biensL)aLLens(Dainipponstrain)bycylindermethod.

KT8.位を狩るに必要なブロス.)ン線香の氾皮をそれ

ぞれ求め比佼すると.何れの方法でもブロスリン線香

はアレスリン線番よりもかなり低氾皮で同程度の効力

が柑られることがわかる.

7. アカイエカ成虫に対するブロスリン･アレスリ

ン出合蚊収線番の効力.

ブロスリンとアレスリンの況合蚊取線香の効力をデ

ィビング線番で円筒法により試験し,節9表の結架を

和た. また,Horsfallの交互検定法10)による作図を

邦3図に示した.

特異な効力を示す比率は見山せなかったが,邦3図

の実線 (KT60値)は下に,点線 (致死率)は上に山

型のModeを示し,両薬剤の抱合は興味ある問血で.

更に検討を加える必要がある.

8. アカイエカおよびイエバエ成虫に対する乍心気蚊

取抑方式の効力.

侶気加熱方式による殺虫効栄を通気装置法およびピ

ートグラディ法で試験した.その結果は第10,ll,12表

に示す如く,アカイエカ成虫に対して薬塁の如何にか

かわらず ノックダウン効力はアレスリンの 2.3-2.8

LLr･.致死効力もアレス.)ンにくらべてはるかにすぐれ

90,06以上を記録した.イエバエ成虫についてはアレス

.)ンはノックダウン,致死効力とも,ほとんど捌紹で

きないのに対して,ブロスリンはイエバエに対しても

ソ
ーo
ra
tlty
(%
)

′■V

′o y2 ,.4' Ji ,Zl,I.0,1日4b
Prothrln/Allethrln

Fig.3. Jointaction ofbetween Prothrin

andAllethrincontainedinmosquito

coilsagainstCutexpibl'cnspaLLens
(Dainipponstrain) bycylinder
method.

Table10. Insecticidalactivityofpyrethroidsbyusinganelectricmosquitokilleragainst

Cutcx〆〆ensL?aLLens(Dainipponstrain)byopencylindermethod.

Pyretbroids mDgo/sAgaetI2,.｡6′′ 3′.2｡′′Kn5?.Clk6′Pow8; 2(lei) 13′.14′′ 20,.｡｡′′lseKc:iod lafTeor(rpt20:4,'ihtrys･

8

7

7

3

2

2

7

8

9

4

3

4

7

8

3

2

3

6

6

7

8

3

3

9

2

6

3

9

2

7

1

2

5

5

1

1

2

95

0

0

.
4

3

2

7

2

6

7

9

9

9

8

9

9

3

0

0

5

7

9
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Tablell. Effectivenessofpyrethroidsbyusinganelectricmosquitokilleragainst
Cutcxbl'L)rcns♪atlens(Dainipponstrain)inthePeel-Gradychamber.

pyrethroidslmDgo,S画 l｡･ 13･ 16,K2n.0,Ckd205Tn'3'20','
16/ 20/ 25/ 32′ 40' 5α 63,JmTuDtOef

0 0 7.0 22.0 49.0 72.0 80.0 87.0 93.0

7.0 16.0 -16.0 68.0 78.0 89.0 97.0 98.0100

97.4

100

00000 3.0 11.0 22.0 43.0

0 0 03.0 7.0 16.0 31.0 52.0 75.0

Table12. Effectivenessofpyretbroidsbyusinganelectricmosquitokilleragainst
housefliesintheFeet-Gradychamber.

Pyrethroids
Knockdown(%)

16/ 20/ 25/ 32/ 40/ 50/ 63/ 80′ 100/

Mortality
after24mrs.

(形)

0 0 8.0 26.0 36.0 70.0 90.0 96.099.0
4.0 26.0 44.0 66.0 86.0 92.0100 100 100

0000000 2.0 2.0

0 000002.0 10.0 18.0

Table13. Effectivenessofpyretbroidsbyusinganelectricmosquitokilleragainst

CutexJ)ibl'cnsf･altens(Dainipponstrain)andhousefliesinanordinaryroom.

Insects 1 Pyretbroids DosageI Knockdown(形)mg/mat130/ 60′ 90/ 1201 1501

Mortality
after24mrs.

(%)

十分効架を発押した.またブロスI)ンのftl気蚊取群の

犬用的効鵜も合わせて検討し.耶13表に示したが,蚊

取線香と同様に非7;I,,に実用価値の拓いことがわかった.

9. 哨乳動物に対する急性招性

ブロスリンの急性苛性をマウスおよびラットについ

て実験した.その結果を一括して節14表に示した.

ブロスリンの中寿症状はマウスの経口および皮下投

与において全身のしんせん,四肢または全身性の運動

火L.?.Taを.ラットでは経口投与時のみに弼皮のしんせん,

下札 机lrL.血流等が認められた.皮下投与時矧 こう

Table14. ToxicityofProthrintomammals.

(LDBOmg/kg)

Method IMa.eMicFeema.elMa.eRatsemale

5900 5000

6200 5500
>5000 >王氾00

ab.10000ab.10000

>10000 >10000

>5000 >5000

ットにおいて著明に認められた肉芽組粒の形成は,坐

体の異物に対する防禦皮応としての位常組織からの同

郡のためのものであり,油状物質の投与によってしば

しば認められる現象である.

このようにブロス1)ンは経口投与略 油状物TIの多

くが排油され.皮下注射では長期rJlq局所に貯印し,つ

いには肉芽糾矧 こより被包され,吸収されることなく

その多くが処即されていることが うかがわれる.

一方ブロス))ンを動1勿の比脚にtQ:押したとき,マウ

ス,ラットとも 5g/kgの輪恥にて中指症状の発現を

みとめなかった. この投与fltにわいては皮下投与時の

硝性IL舶 らゝみても椛状の発矧 こ至 らないのは当然と考

えられろが,それ以上の独布は実験上困難であったの

で行なわなかった.その塗布面には軽度の硬化,表皮

の脱落などの変化がみられたが著明なものではなく,

紅斑,充血などの刺激作用は認められなかった.

種屑相互間の感受性の差はマウスの方がラットより

感受性高 く,また性別による差は LD50位では大差は
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Table15. ToxicityofProthrinatldotherpyrethroidstoCyPyinuscarbioLinng.

pyrethroids I0.0180.｡監 ㌘3;;al.i.t岩56at｡.i:7dic訂eldc.0.nlC8ent.r.a3t;On｡.'.p,Pml.75 1.0 Iafte(T,:4E,hrs･

Prothrin

Allethrin

Pyrethrin

一 一 一 一 一一 020 50 90 100

-- - - 020 50 70 70 90 100

010 30 70 100 - - - - - -

ないが,巾招症状.死亡率などからみて雌性にやや感

受性の砧いWl向が見受けられた.

ピレスロイド系化合物の毒性については高木11),岩

田12)などがアレス1)ン,フタルスt)ン,レストt)ンな

どについて報告しているが,これらの詔性とブロスt)

ンのi諒性を比較したとき,ブロス.)ンはこの系統の殺

虫剤で非常に苛性の弱いものに属するものと考えられ

る.

10. mmに対すろ指性

ブロス))ンのコイ魚に対する-招性試験

その紙火を邦15表に示す.ブロス1)ンの言'fl性はアレ

スl)ンの半分,ピレトリンの畑で3薬剤のうちでは-

箭低1ほ性であった.

ま と め

新合成ピレスロイド･ブロスリンの殺虫特性をピレ

トリン,アレス1)ンおよびフタルスt)ンを対約兆剤に

して.イエバエ,アカイエカ,チャバネゴキブリに対

し各柾製剤について試験した.同時にPJB乳動物に対す

る急性磁性試験および魚類に対するiZ3性試験も合わせ

て行なった.

1. ブロスリンはイエバエおよびアカイエカ成虫に

対する放出滴下法でノックダウン,致死効力とも供試

薬剤中位もすぐれた効力を示した.

2. ブロスリン油剤のイエバエおよびアカイエカに

対するノックダウン効力はアレスリンと同等もしくは

それ以上であったが,フタルスリンには劣った.致死

効力はtJt試兆剤のなかで最もすぐれていた.またブロ

ス1)ンに火力剤加用の効架は油剤のノックダウン効力

でピベロニール･プトキサイドとS-421に認められた

が,致妃効JJの叩強には6班の共力剤はいずれも効果

が認められた.

3. ブロス.)ンは加飽旅菰剤に特にすす効で,ブロス

1)ン蚊取線香のアカイエカに対すろ効力は班々の試験

法でいずれもすぐれた効力を示した.ブロスリン線番

は同氾皮のアレス1)ン線香の 2-4倍のノックダウン

効果を示した.またブロス1)ン線香は非荷に低浪皮で

アレスリン線香と同等の効力を得ることができ,致死

効力も極めて高かった.イエバエに対してもすぐれた

効力が認められたことなどから,蚊取線香としての効

54

力はいままでに報告されたピレスロイドのなかでは最

もすぐれている.

4. ブロスリンを㍍気蚊取方式に適用した効力は蚊

取線香の場合と同様にアカイエカ,イエバエ双方に柾

めてすぐれた効力を示した.

5. 哨乳動物に対する超性はアレス1)ン,フクルス

.)ン,レストリンな,T･..のどレスロイド系絞出剤のIJt;L性

と比悦しても非7;I,'Eこ招性の弱い部矧 こ属するものであ

る.
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Summary

Tnsecticidalactivity of a new pyrethroid

一̀Prothrin"(5-propargylfurfurylchrysanthemate)

wascomparedwiththatofPyrethrinS.Allethrin

and Phthalthrinagainsthouseflies,mosquitoes

andgermancockroaches.Prothrinshowedthe

mostsuperioractivityagainsthousefliesand

mosquitoeswhentopicallyapplied.Inoilbase,

ProthrinwaseffectivealmosttlleSamedegree

asAllethrinormorethanitwhencomparedin

抄

knock･down,andwasmoreeffectiveinmortality.

WhenProthrinwasappliedinamosquitocoil

andanelectricvaporizer,itshowed2to4times

moreeffectivethanAllethrinagainsthouseflies

andmosquitoes.ThisfactrevealedthatProthrin

hasacharacterofhighervaporizing activity

thanAllethrin.

Prothrinshowedthelowesttoxicitytomammals

amongpyrethroidstested:oralLD505,900mg/kg
formice.

録

ロテノンの光増感作用

EnhancementofPhotoalterationofCyclodiene

TnsecticideChemicalResiduesbyRotenone.

G.W.Ivie,J.E.Casida,Sc∫ence1671620(1970)

殺虫剤は苦虫防除に必要な糊閃だけ作用する表両に

あり,その後は少なくなるか.なくなることがFf!想的

である.殺虫剤で処理したところへ光昭感作用をもつ

化合物を加え,殺虫剤の残留物を消散させるという考

えのもとで,著者らは一連の光村感剤の検索を行なっ

ている.

新鮮柴の10万分の1に相当する3Eさの llC-dieldrin

および光増感剤を 50FLtのメタノールに桁かし,豆の

矧 こ染付する.1時間日光にさらした後柴をェ～テル

で洗い,洗牧をTLC,ラジオオー トグラフィー.紋休

レンチレ～シオンカウンターなどで分析した.

既知の16印の光脚感剤.およびこれらと獅似の川辺

をもつ29打の殺虫剤のうちでロテノンが dieldrinを

その只性化物であるphotodieldrinに変換させるのに

位も有効であり,dieldrinから ptlOtOdieldrinを合

成する時に用いられる benzophenoneの約100倍の

力があった.ついで28種のロテノイドについてその椛

辺と光昭感作用との関連についても調べた.しかし.

photodieldrinの苛性はdieldrinと同じかそれ以上で

あり.押発性も低いため dieldrin以上に矧 こ残り.

そのためロテノンによる dieldrinの異性化は招性の

ある残班をふやした約架となった.

他の氾苅系だ1三脚こついてもその光化学変換が.mペら

れた.ロテノンはaldrin.isodrin.endrin,heptachlor.

heptachlorepoxideなどを邦性化させるが DDT,

DDD,lindane,endosulEanにはほとんど穴性化の効

果をもたない.また.ロテノンは前沢fB:(眺試薬剤の

10倍況皮)では数和の rnethylcarbamateおよび

phosphorothionate系の広汎 piperonylbutoxide

を光分解させる.ロテノン∩身も光には不安定なので,

虫柑LTl】の光照射が必要な時には光叩悠作用は低 くても

安定な化合物が班われねばならない. (吊 行桁)

飢銀状態におけるゴキブリの性および食代刺激

EffectofStarvationontheResponsesofMale

American Cockroaches toSex and Food

Stimuli. R.McGluskey. C.G.Wright.

R.T.Yamamoto,I.Eton.EnLomot.621465

(1969)

ワモンゴキプ1)の蛾成dlは.雌のEuす性誘引物矧 こ

反応する.まT=にく址きるLLl時間の飢餓に耐えると

いう2つの7.-j故をもっていろ.これら2つの特徴の閑

迎を;TEベるために.食物を与えないと仕訳引物矧 こ対

する皮応がにぶくなったりFn止されろことがあろか,

食物と性.lJ75引物TIを｢卵割こ与えるとどちらに反応する

かにづいて実験を行なった.火映は合成樹脂の節とガ

ラス管を組み合わせて作った olfactometerを用いて

行ない.食餌誘引物質としてバナナのクロロホルム抽

出物を,性誘引物質として雌を飼ったロ紙のエーテル

抽出物を用いた.①空気のみ.㊤バナナ抽出物のみ,

◎ロ紙抽出物のみ.◎′け ナ抽出物とロ紙抽出物の夫

々について3iJrLr'Jでの蛾の反応を調べた.

良糊閃飢餓状闇におくと仕訳引物11に対するよりも

允物に対して拙い反応を示すように-巧･えられるが.2

つを別々に与えた火映では.どの時Jmにもどちらに対

しても閉じ相 だ反応することがわかった.食物と性誘

引物円を脚 .'iEこ与えた火映では.食物よりも性誘引物

TIの方によくひかれた.

ある種の咽乳動物 (たとえばネズり では食物を与

えないと,性的に活発な雌に対する雄の反応がおさえ

られたり阻止されたりすることが報告されているが,

ワモンゴキプ.)の場合,死ぬまぎわまで性誘引物質に

反応することがわかった. (北村実彬)
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